
Hyogo Hoiku Fes!!

保育がもっと好きになる１日

主催；Hyogo Hoiku Fes!!実行委員会

後援；加古川市、兵庫大学・兵庫大学短期大学部、神戸新聞厚生事業団（申請中）

問合せ先；兵庫県宝塚市安倉西3丁目1-7 あひる保育園内 担当 前田 0797-86-3309

～第57回全国保育問題研究集会 兵庫集会 プレ企画～

2018 2.11 Sun
10:00~16:00 (受付 9:30)

場所 兵庫大学・兵庫大学短期大学部

参加費
無 料

9:30 10:00 12:00 13:00 14:30 16:00

受付

午前の部

休憩

午後の部

終了
分科会 全体講演① 全体講演②

〒675-0195 兵庫県加古川市平岡町新在家2301

アクセス・・・JR東加古川駅から北へ徒歩約12分

駐車場・・・会場には、駐車場はありません。

できるだけ公共交通機関でお越しください。

学び合おう、いのちあるみんなが、しあわせになるために

※近くに昼食をできる場所は、ありません。昼食は、ご持参ください。



FAXまたは、メールにてお申込みください。※どちらも難しい場合は電話でも受け付けております。

FAX 0797-86-3310／E-mail hyogohomonken@yahoo.co.jp

名前 電話番号

所属先等 参加分科会 ① ・ ② ・ ③ ・ ④ ・ ⑤

申込書

全体講演 ①

「学童期を見通して、私たちが大切にしたい

子どもの発達と権利」

ー『新要領』・『新指針』を踏まえてー

服部敬子さん（京都府立大学 教授）

②ベビーマッサージ
山口千恵子さん（保育園看護師）

~赤ちゃんのからだづくり~
イキイキ赤ちゃんを育てる“ベビーマッサージ&
赤ちゃん体操”をマスターしましょう！
アタッチメントを育むベビーマッサージの手法をは
じめ、乳児期の発達を促す遊びや生活、身体の
発達が気になる赤ちゃんに対する働きかけなどに
ついても映像を見ながら探っていきましょう！

③リズム運動
磯俣智子さん（保育園園長）

日々、保育の現場でリズム運動の実践を取
り組んでおられると思います。子どもの運動発
達を育てるために保障したい運動がたくさんあり
ます。
保育者の皆さんも、みんなで子ども達のように
楽しく動いて実践しましょう！

① LEGO®ブロックを
使ったワークショップ

萩原憲二さん（大阪青山大学教授）

コミュニケーションツールとしてのブロック教材
幼児教育で多く利用されているブロック教具で
すが、学びの基礎としてのブロック教具の意味を
問い直してみます。子どもの試行錯誤から回帰
的試行を経て論理的試行に向かう一連のプロ
セスを演習の中で考察します。

④「美味しく食べる」
小西律子さん（保育園園長・元調理師）

「食」は「人」を「良くする」と書きます。なにを、
だれと、どんなふうに食べて大きくなるのか。
その食卓が育むものは、１人１人の人柄その
ものです。
保育園での給食も、その線上にあることを
確かめながら具体的な取り組みの工夫について
学びましょう。

⑤「劇づくりの面白さ」
（提案）波多野靖明さん（保育園主任）

（助言）徳永満理さん（兵庫大学非常勤講師）

年長の担任の先生も、これから担任をする
先生も、どのように劇を作っていくのか興味
ありませんか？
上手くいったことや悩んだことを出し合って、
劇づくりの実態を交流しましょう！

Let’s think about GEKIZUKURI！

子どもたちの笑顔、成長の実感――保育者でよかったなあ～と思える瞬間だと思います。「いついつまでに〇〇、◇◇、□□できるようにならないと
…」と追い込む発達観ではなく、子どもたちの中からやってみたいことがうまれ、共感を求め、ジブンをつくりかえていく過程を喜び合えるような「発達」観、
“なんでそんなことするの？！”と、大人が困る行動の意味を読みとけるような「発達」観が必要です。
学童期のいじめ、暴力が増加し続けている日本の現状は、遊びや余暇を楽しむ権利、思い（view）に耳を傾けてもらう権利が奪われている子ども
たちの危機を、表しているのではないでしょうか。
乳幼児期というかけがえのない「今」を大切にする保育を子どもたちと一緒につくっていきたいと思うのです。

全体講演 ②

「しあわせな保育園づくり

しあわせな社会づくり」

～もう保育をブラックと呼ばせない！～

黒澤祐介さん（大阪青山大学 准教授）

「保育の仕事、やめてしまいたいな…」そんな思いを抱
えている保育者さんは、少なくないのではないでしょうか？
賃金や労働時間の問題、多様な子どもたちや保護者と
の関わり、そして、保育職場の人間関係。さらに、家庭に
帰れば家事に育児、保育園で働くのは本当に大変です。
でも、保育者のみなさんは、その大変さをこえる、“うれし
さ”や“しあわせ”が、保育現場には、あふれていることも
知っているはずです。
保育士不足の現在、誰も辞めずに働き続けられるよう、
保育における“大変さ”と“うれしさ”を、日本社会の現状
や保育者の専門性という点から見つめ、“みんながしあわ
せになる”保育園や社会をどうつくるのかを考えたいと思い
ます。

分 科 会

Hyogo Hoiku Fes!!実行委員会
あひる保育園内 担当 前田
TEL 0797-86-3309

※事前申込み制。資料の準備上、一週間前までにお申込み下さい。（ただし、当日も席に空きがある場合は、当日申込み可能です。）


